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はじめに

本稿では、中国語初級段階の学生が学ぶ介詞、関連詞語(副 詞の呼応)等 に関する文

型を取 り上げ、その停頓の位置及び強調 される部分について日本語 と併せて考察する。ま

た、本稿は、「講座 日本語教育」VoL35(早 稲田大学 日本語研究センター1999.11〉 に

発表 した 「初級段階の中国語における発話時の 「停頓」について」及び 「早稲田大学 日本

語教育研究」創刊号(早 稲田大学大学院日本語教育研究科2002年3月)に 発表 した 「中

国語初級段階における発話時の 「停頓」について」の最終編である。

1,介 詞

「介 詞 の用 い ら れ た 文 で は 、 介 詞 とそ の 賓 語 まで 、 す な わ ち、 主 語 と介 詞 、 介

詞 の 賓 語 と他 の 成 分 の 間で 切 る」

「介詞」 とは、英語 の前置詞 に似た存在で 、後ろ に名詞、代名 詞 を置い て、「介詞構造」

の文 を作 る。介詞 は、すでに前号で取 り上 げた 「使動文」、「被動 文」 に用い られ る 「使」、

「明」、「派」、「令」 や 「被」、「辻」、「呵」、「把字文」 に用 い られ る 「把」 もいずれ も介詞

で あ るIll。 本 稿 で は、以 下 に詳 述す るよ うな、「在1、 「同 」、「眼 」、「和 」、「与」、「夙」、

「比」、「寓」、「往」、「対」、「向.1、「給 」、「朝」、「用」、「掌」、「将」 な どを取 り上 げる こと

にす る。 日本語で は、助詞(或 いは助動詞)に 当たる存在で あ るが、介 詞 は補語=中 心語

に対 して前 に置かれ、助詞 は後 に置 かれ る とい う違 いがあ る・ また、介詞構 造全 体で、後

罹の動詞(動 詞 旬 も含 む〉 を修飾す る。 日本語 におい て も、連用 修飾 してい る点 で、同様

の働 きを してい ると見て よいで あろ う・ ここに挙 げた介詞 を見 てす ぐ分 るように、大 部分

が動 詞 を起 源 と して い る。その た め、中国語 で は、「使動 文」、「被 動文」、「把字 文」 を

「連動文」 の一 種で ある とする説 もあ る・12。動詞 の影を引 きず る形 で、介詞の後 ろの部分

を 「賓語」 と呼 ぶ わけである。 こ うした介詞構造 の句が連用修 飾 と して使われる場合 、介

詞の後 ろに来 る賓語 である名詞、代名詞 にアクセ ン トが来 る。 以下 に挙 げた例文 では、介
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詞 をゴチ ックで示 し、「重 念」(強 く読 まれる〉が行われる語 をゴチ ックの イタリックで示

しておい た。

在 地 点 や 時 問 を表す 。

1.我 ▽在超 市II巽 京西.

私 は▽ スーパー(マ ー ケ ッ ト)でII買 い 物 をします。

2.老 卯▽在教研 室II等 作呪.

先 生 は▽ 研究室でII(あ な たを)待 ってい ます よ。

3.日 本▽在経Z泄Il支 援1炭 展中国家.

日本 は▽ 経済面でIl発 展途上国 を1支 援 します。

4.他 ▽在遂塀猛建中Il得 月生了.

彼 は▽ この試合でII勝 ちま した。

5.他 ▽在看叛磁房候II戴 眼晴。

彼は▽ 新聞 を見る時 、メガネをかけます。

6.我 ▽在睡覚筋Il看 科学幻 想小説.

私 は▽寝 る前 にIISF小 説 を読み ます。

7,我f口 ▽在 季老4励 乙II所 景 音 了。

私た ちは▽李先生 の ところでII録 音 を聞 きま した。

8,哨fI11▽ 回 学校1以 后、在琵刷 乙iI吃 坂肥!

(私 た ちは〉学校に帰 った ら、私の ところでご飯 を食べ ま しょう。

1～4は いず れ も 「在」の後 に、「超市」、「教研 室」 といった地点=場 所 を表す語 が用

い られ てい る。 「比審」「蛭済」 も場面 ・局面 とい う意味 で、地点 に比 されて いる。5、6

の 「吋候」、「前 」 は時 間 を表 してい る。7、8は 、「在」 の 中が 人問の場 合、 「那几」、「迭

几」 とい う場所語 に等 しい語 を付加 している。 中国語で は、人問 に場所性 がない と考える

のであろ う碍。 日本語で 「～の ・ところ」 を用 いるの と同 じで ある。

同 同 じ動 作 をす る対 象 、 比 較 ・対 照 を表す 。

9.老 滑▽同高擦IE一 起去1根 座了.

潜 さんは▽高橋君 とIl一 緒 に1銀 座 に行 きま した。

10.我 ▽ 同艘 的 入ll努 力倣E打 掴摘ヱ生.

私 は▽ クラスの入た ちとIl一 生懸命1掃 除を しました。

1L我 ▽同杉岡4』姐II体 重 一祥重.

私 は▽杉 田さんとII体 重が同 じです。

銀 動 作 を一 緒 に行 う対 象 や 比 較 ・対 照 を表 す 。

12.姫 ▽ 銀欝木II一 起預 刀保文.

彼 女 は▽鈴 木 さんと一緒 にll教 科書 を予習 します。

13.我 ▽ 銀 チ酵差生II一 起学 刃俄文.

私 は▽千葉 さん と一緒 にIIロ シア語 を勉強 します。
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14.我 ▽ 捏艮騰 殆生II想 掌去不 一祥。

私 は▽佐藤 さんとIl考 えが違 い ます。

和 動 作 の 対 象 や 比較 ・対 照 を表 す 。

15,再 迂1両 三天、我f口就▽和雌II見 面.

も う二三 日すれば、我 々は▽彼女 と 「1会え ます。

16.這 ↑ ▽和那 企11不 一祥.

これ は▽ あれ とはII同 じで はあ りませ ん。

与 動 作 の対 象 や比 較 ・対 照 を表 す。

17.目 前 的情1兄▽与去年II不 同.

現 下 の情況 は▽去年 とは 「1異なってい る・

18,我 佃 的意几▽与世11相 反.

我 々の意見 は▽ これ とIl違 ってい ます。

比 性 情 や程 度 の比 較 を表 す 。

19.舟 吾f▽レヒ菱II耳憩明.

兄 は▽私 よ りII頭 がいいです。

20.我 核 子▽比迂 去II迩 鈷 実了.

私 の子 どもは▽昔 よりIIず っと丈夫 になっ た。

この グループ に属す る介詞 は、 ほぼ同 じ働 きを して い るが、 それぞ れニュ ア ンスが異

なってい る。 「話 し言葉 では、ふ つ う 』`眼"を 用い、書 き言葉 では現在 は'`同"を 用い る

傾向 にある。接 続詞 として用 い る ときは、一般 的 には"和"を 用 い る傾 向 にあ り、"序艮"

は比較 的少 ないっ"同"は さらに少 ない」(『現代 漢語八百詞』 の現 代語訳 は、牛 島 ・菱沼

「現代 中国語用法辞典∫ による胴)。 また、「与」 につ いて も、「"与"は 再 き言葉(特 に書

名 ・表題)に 多 く用い る」 とある(上 に同 じ〉。 さらに、 これ らには、品詞 の問題 もある。

例えば、

9'老 滑同高 擦▽一起II去 銀座.

潜 さん と高橋君は▽一緒 にII銀 座に行 きます。

1r斡 木銀ヂ肚先生▽ 一起II学 刃俄i吾.

鈴 木君 と千葉 さんは▽ いっ しょにIIロ シア語 を勉 強 します 。

の ようにな り、9と11の 場合 は、「老潜」 と 「鈴木」が主語 であるが 、9'と1rの 場 合、

「老溜」 と 「高橋」、「鈴木」 と 「千 葉」 とが主語 になるため、停頓の位置が異 なって くる。

要す るに、介詞 と連 詞 とを区別 す るのは、停頓 とい うこ とになる・ また、 この グルー プ、

特 に 「比」 は、肯定 の場 合、「一起」、「一祥」、否定の場合、 「不一祥」 といった副詞、形

容詞 と共起 し、比較 ・対照 を表すわ けで ある。

杁(杁 ～到 ～〉地点、時間の起 点や終点 を表 す。「到」 と組 み合 わせ て起点 と

終点 の両方を表す こともあ る。
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21.我 ▽杁 翻1罠 到大進.

私 は▽福 岡か らIl大 連 まで飛 び ました。

22、 松本▽杁百包望II掌 出一本字典.

松 本 さんは▽ カバ ンの中か ら1孚 典 を取 り出 しました。

23.小 郭 ▽杁團 書綜II借 丁丙本お.

郭 さんは▽ 図書館でII本 を二冊借 りました。

24.山 西 ▽杁去年年屍升始II一 宜根忙.

山西 さんは▽去年の暮オしか らIIず っと多忙 です。

25.口 本 的大学▽駄ニノヲ初1到 三 月底Il放 春假.

日本 の大学 は▽二 月初めか ら1三 月終 わ りまでII春 休み に入 ります。

26.杁 公 司1到 成 β7初易Il有 五 十公里.

会 社 か ら1成 田空港 までII五 十 キ ロあ ります。

「駄」 は、動 作の起点や経過 を表す。動作 の起 点 には、空問的 な もの と時問的 な ものが

ある・動 作 の終 点 を表す 「到」 とともに熟 語的 に用 い られ ることが 多 く、英 語の"from

～to～"に 似 た形 式 と言 えよう。「起 〆牙始」 を賓語 の後に置 くと、起点が よ り明 らか に

なる。 「寓」 は、空 間 ・時間の隔た りの起点 を表 す。 「ノ人」 との違いは、隔 た りの意識 と出

発点 の意識 の有無であろ う。

萬 空 間 的 、 時 問 的 な隔 た りの基 準 点 を表 す 。

27.我 家 ▽萬光 京麟1[有 五公里.

我 が家 は▽ 北京新駅か らII5キ ロの ところ にあ ります。

28.現 在▽ 寓孕』幽1し迩有 一年.

今 ▽卒 業 までllあ と一年 あ ります。

「駄jの 項、参照。

対 動 作 ・作 用 ・状態 の関 連 す る対 象 を表 す 。

29.地 ▽対 ∠ヲ本丈 κII有 感共趣.

彼 女は▽ 日本の文化 にII興 味 を持 っています。

30.我fl']会 ▽ 対送 俘事II作 出安排 的.

私 た ちは▽ このこ とにつ いてII手 はず を整 えることがで きます。

「対」 は、動作 ・作用 ・状態が関連す る対 象 を表す。 「星艮」 との違 いは、「対」 が一方 向

(⇒)で あ るの に対 して、「眼.1は 相互方 向(⇔ 〉 を表す こ とがで きる。す なわ ち、「対」

は 「連詞 」 となる こ とがで きず 、主語 を形成 す るこ とが で きない。9と11が 、9'と11・

の ような形が取れ ないとい うことである。

往 動詞が表す動 作の向か う方向を表 す。

31.学 生佃▽往教室II走 去.

学生たちは▽教室にII歩いて行った。



中国語初級段階における発話時の 「停頓」について

32.老 大娘▽往捉庁鋤II走 去了.

お婆 さんは▽銀行のところまでII歩 いて行った。

向 名詞 と組 み合わ さって、動作 の方向 を表す。

33.我 ▽向杉本先生II償 了几本お,

私は▽杉本さんにII本 を何冊か借 りました。

34.律 師▽向征人il提1自L

弁護士は▽証人にII質問をしました。

朝 動 作 の 向 か う方 向 を表 す 。

35.小 姑 娘▽朝著芸泥II倣 鬼股几.

お じょうちゃんは▽お じい さん に 「1アカンベー を しま した。

36.早 大 正 「1▽朝寡II升.

早 大 の正門 は▽東に向いてIl開 いてい ます(東 向 きです)。

蛤 動 作 の向 か う方 向 を表 す 。

37、 家塁▽給4L季II寄 来 了一↑ 包擾.

家 か ら▽李 さん にIl小 包 みが送 られて きた。

38.我 ▽ 給玖 「1当翻澤、好不好?

私 が▽あなたのためにII通 訳 にな りましょうか。

39.小 心 ▽男IJ把瑛 璃II給 凶 家1磁 砕 了.

人の家の ガラス を1割 らない ようにII気 を付 けて くだ さい。

40.出 去 的吋候几▽給探1把1111美 好.

出 掛 ける時 には▽ ドァをIIち ゃん と閉めて くだ さい。

4L謝1水 心▽有吋1司1[給41厳1桝 故事 .

謝 氷心 は▽時問がある とII子 どもたちに話 をしました。

42,衣 服 ▽蛤属「1[淋湿了.

服 が▽雨にII濡 れて しまい ました。

「給」 は、語義が多岐 に亘 る語 であ り、本来 の動 訓は無論の こ と、介詞 と して上 に も挙

げた ように、ある動作 を受ける人 ・物 、或 いは、動作 その ものを表す 。

用

43.

44,

手段 ・方法 を表す。

小何▽用47晋II写 借.

何さんは▽ 日本語で!1手 紙を書きます。

就▽不太喜炊1用 箸1写 字.

私は▽毛筆で[1字 を書 くのが1好 きではありません。

阜 手段 ・方 法 を表す とと もに、「把 」 と同様、 目的語 を動詞 の前 に置 く働 き

をす る(「 処置式」)。

45.他 ▽掌享翼"i正 明自己的ヲ己罪了.
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彼は▽事実によりII自分の無罪を証明 しました。

46.称 ▽ 別掌鋳[1当 小按.

あ なた は▽僕のこ とを[1子 ども扱 い しないで くださいD

将 「把 」、 「掌 」 と同 じ く、 目的語 を動 詞 の前 に置 く働 きをす る。 故 事 成 語 な

どの や や古 文 的 な表 現 に用 い られ る。

47.f也 ▽ オ寄深本与 雛又IIf昔 重合了才見.

彼 は▽テキ ス トとブ リン トをIl貸 して くれ ました。

48,輔 愈 涛里 日、己將▽轟朽II惜 残 年。

韓愈の詩 に、 どう して老い衰 えたか らとて、残 余の年 を惜 しもうか、 と言 う・

力 動作 の受益者 を表す。

49.力 鐸ブ7再デ入的將来▽而干杯!

我々二人の将来のために、乾杯!

50,力 了ll培 育下一κ、我忘意▽終身杁事II教 育工作.

次の世代 をII育てるために、私は▽生涯教育事業に従事 したい。

替

51,

52.

動 作の受益者 を表す。

大家▽都替確 「「復高来.

みんなは▽彼のためにII大変喜んだ。

全班同学▽都替麺ll送 行了.

クラスのみんなは▽彼女をII送 って行った。

2.関 連 詞語

「関連詞 語の用 い られた文 で は、単 文及 び等 価複文 の場合 は、それぞ れの句 中

の、関連詞語 とそ の中心語 の部分まで、す なわち、次の関連詞 語の前で切る。 ま

た、偏正 複文の場合 は、偏句(従 属節)と 主句(主 節)の 中 にある関連詞語 とそ

の後の部分 との問 で切 る」

関連詞語 とは、複文の中で、接続作用を行 う副詞、介詞及びその短語 を総称 して言う。

複文は、並列 ・逓進 ・承接 ・選択 ・解説 ・譲転 ・因果 ・条件等に分けられる。以下の分類

では、①一⑤ までが 「聯合復句」(等値複文)で あり、⑥ ～③ までが 「偏正復句」(主 従複

文)で ある・怪5。

① 並列複文:「 又～又 ～」、「一辺 ～一辺」、「也 ～也 一」、「既～又 ～」

② 逓進複文1「 不但～而且 ～」、「不仮 一而且 ～j、 「尚且 ～何況～」、「越 ～越 一」

③ 選択複文:「 或者～或者 ～」、「是 ～迩是 ～一1、「要広 ～要ゑ～」、 「与其 ～不如 ～」

④承接複文:「 干是一」、「一～就～」、r毎 逢 ～」

⑤解説複文:「 就是」、「、慧之～」
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⑥ 譲転複文 汀 量然～但是 ～.1、 「尽管 ～但 ～」、「即使 一然而 一」

⑦ 因果複文1「 因力～所以～」、「由干 ～因此 ～」「既 然～因而～」「 」

⑧ 条件複文:「 如果～就～」、「只有～才～」、「不管 ～也 ～」、「只要 一才 ～」

本稿で は、 ゴチ ックの関連詞語 を扱 うことにする。

又～又～ 動 作や状態が 同時に行 われるこ とを表す。

53.迭 稗菜▽又f憩1[又 好陀.

こうした料理は▽安くてllお い しい。

54.他 ▽又是画家II又 是歳入。

彼は▽画家で もありIl詩人でもある。

既 ～又～ 動作 や状態 が同時 に行われ るこ とを表す。 「又 ～又 ～」 とほ ぼ同 じ

であるが、やや文言 的であ る。

55.地 ▽既房藝見II又 羅覆7.

彼女は▽美しくて"聡 明です。

56.我 丈夫▽既賜河II又抽姻、

私の夫は▽酒 も飲みIIタ バコも吸います。

不但 ～而且～ 前件の事柄や動作 に、後件で もさ らに事柄 ・動作 を付 け加 える

意味 を表す。

57.他 ▽不但会実文.而 且II会 徳丈.

彼は▽英語が話せるだけでなく、 ドイツ語 も話せます。

58.他 ▽不但疏治家.而 且II一瘡文入.

彼は▽政治家であるだけでなく、一流の文化人です。

越 ～ 越 ～ 前 の動 作 ・状 態 を受 け て 、 後 ろ の動 作 ・状 態 に なる こ と を表 す 。

59.大 家 ▽越炭11越 蔵芙.

み ん なは▽話せば話す ほ どII楽 しくな りました。

60.双t吾 ▽越学511越 ㌶ 蔵爆.

中 国語 は▽勉強すればす るほ どII面 白 くな ります。

或 者 ～ 或 者 ～ 選 択 を表 す 。

61、 或者欝庇 、或者反対 、 作▽座 核表示介II自 己的立場.

賛 成す るか、反対す るか、君は 自分の立場 を明 らか にすべ きです。

62,或 者 練 、或者鍔芸、 部行。

あ なたが来て も、私が 行って も、 どちらで もいいです。

与 其～不 如～

す。

ある事柄を比較 した後に、別のある事柄 を選択 したことを表
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63。 与其▽ 碗去、迩不如▽鐸去.

あ なたが行 くより、私が行 った方がい いです。

64.与 其 ▽送葎 結 、不如▽撚点ユ=作1飯 償.

こ うしてただ待って いるよ り、仕事で もした方がいいです。

一～就 ～ 前件 の動作が 行われる と、後件の動 作がスムーズに行 われ るこ とを

表す。

65.八 木▽一賜否.股 就虹.

八木君は▽酒を飲むと、すぐ顔が赤 くなります。

66,我 佃▽一到唐影院、亀影▽就ヨ『演 ア.

私たちが▽映画館につ くと、映画がすぐ始まりました。

尽 管 ～ 然 而/也 ～ 譲 歩 を表 す 。

67,尽 管Ii7薩 犬 雨、然而入渥 捉多 。

大雨だ というのに、 こんなにた くさんの人が いる。

68,尽 管Il他 手 乞1再 好、也II比 不上机 器了。

彼の技術が どんなに よ くて も、機 械にはかないっこないです。

因 力 ～ 所 以 ～ 原 因 を表 す 。

69.因 力 ▽他1努 力学月.所 以11取 得 了1好 成績。

一生懸命勉強 したので
、いい成績が挙 げられま した。

70.因 力 工作太忙、所 以Il没 能参加迭次 活功、

仕事 が忙 しか ったので、今 回の活動 には参加 で きませ んで した。

不管 ～忌是～ 疑 問代詞 、或 いは並 列句 を含 む句や節 に用い、いか なる条件 の

下 で も結 呆 ・結論 に変わ りが ないこ とを表す。

7L不 管▽天『熱不熱、他▽忌是II穿 遠客多.

熱かろうと寒かろうと、彼は▽いつもこんなに厚着をしている。

72.他 ▽不管II有 什ゑ工作、並余吋1司里II、怠是写文章、

彼は▽ どんな仕事があろうとも、余暇の時問には[1いつも文章を書いている。

如 果 ～ 就 ～ 仮 定 を表 す 。

73.如 果 ▽ 休有困誰、就II来 我我.

も し▽ 困った ことがあ った ら、私 を尋ねて くだ さい。

74,如 果 ▽ 休去、我就II不 去了.

も し▽ あなたが行 くなら、 わた しはIl行 きません。

即使～也 ～ 仮 定兼譲歩 を表す。

75.即 使▽休去.也II解 決不了同題.

たとえ▽あなたが行っても、問題は解決しません。
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76.即 使 ▽ 他悦明、惟也[1不 折.

た とえ▽彼が説明 して も、誰 もII聞 いては くれませ ん。

既然～就～ 文 の前節に用 いて、すで に現実 となった、あるいはすでに肯 定 さ

れた前提 を提示 す る。

77.弥 ▽既然知道、我就II不 再多悦了.

あなたが知っているからには、私はII多 くは言いません。

78.既 然▽公司派我去大阪、那就是II相信我。

会社が私を大阪に出張 させたからには、私を信頼してのことです。

只有～才～ 唯一 の条件 を表す。

79.只 有到了秋天、オ能看到香山紅叶,

秋にならなければ、香山の紅葉は見られません。

80.只 有在累急情況下、オ能幼用這筆款項.

緊急の時にのみ、この金を使うことができます。

只 要 ～ 就 ～ 必 要 条 件 を表 す 。

81,只 要 努力、称就II能 学好汲培。

努力 しさえす れば、中国語が ちゃん とマス ターで きます。

82.只 要II不 下 雨、就 「1按吋召牙這功会.

雨 が降 りさえ しなければ、時間通 り運動会が開かれ ます。

3,強 調 ・譲歩 ・反問

～是(～ 的)強 調 を表 す 。

83、 逮本小悦▽是有意思、値得一渡.

こ の小説 は▽ とても面 白 く、一読 に値 します。

84.我 ▽ 是 在名古 屋II遇 見他的.

私 は▽名古屋 でII彼 に会 ったんです。

「是」 を用いた強調文では、一 般に 「是」 の前 で切 る。 「一是 一的」文型 の切 れ 目は、強

調部分の後ろにある。

量 然 ～但 是 ～ 譲 歩 を表 す 。

85.我 ▽ 量然 根想叉、但是II没 有浅.

私 は▽ とて も買いたい のですが 、お 金が あ りませ ん。

86.地 ▽ 量然 杁恨 老成.但 是II不 太熟.

か の女 は▽ 成 さん を知 って はい ますが、 余 りよ く知 ってい るわけで はあ りませ

ん。
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87,迭 ↑ 京西▽好1是 好、不迂1太 貴了.

この品 はい いことはいいんですが、 ちょっ と高 いです 。

88,那 件 衣服▽好看II是 好看、就是太貴,

あ の服 は、綺麗なこ とは綺麗ですが、実 に高 いです。

「譲歩(確 認)」 を表す 「A1是A」 」の場合 は、Alの 後 ろで切 る。

唯道 ～ 叫?反 問 を表 す 。

89,這 件 事▽唯道Il是 偶然笈生 的四?

この事は▽ まさかII偶 然に起 った とい うん じゃないで しょうね。

90,鈴 木 ▽唯 道[1不 悪 意1考 得好 一点几圏.

鈴 木君は▽ よもや1[も う少 しいい成績 を取 りた くない んですか。

「准道」 を用い た反問文では、「薙道」 とその後 ろの言葉の前で切 る。

4.二 重否定

91.析 本 ▽不是不 知道、是II故 意倣 的。

橋本 さんは▽ 知らない んで はな くて、わ ざとや ったんです。

92.松 川 小姐▽不 得不II素 自出面娃理1這 全同題.

松 川 さんは▽ この問題 を片付 けるの に[1自 ら乗 り出 さざる を得 ませ んで した。

93.不 辻 他去 、可是▽竹川1非 去[1不 可.

彼 を行 かせ ないわ けで はないが 、竹川 さんが行か な くてはな りませ ん。

94,要1学 好沢沼 、非1下 一番工夫II不 可.

もっ とよく中国語 をマス ターす るためには、何が あって も努力 しなけれ ばな りま

せ ん。

「非 ～不可」 では、「非 ～」 と 「不可」 との問で切る。

5.感 嘆文

95.這 辺L的夙景▽ 多美[阿!

こ この風景 は▽なんて美 しいんで しょう1

95.那4、 核子▽多弘可愛咽!

あ の子 は▽ なんと可愛いんで しょう!

97.古 阿 先生 的房 同▽牧拾得II真 干浄!

吉 岡 さんの部屋は▽本当 によ くII片 付 いてい ますね!

98,口 本 的公 司歌 員▽忙1扱 了!

日本のサ ラ リーマ ンは▽ 本当に忙 しいですね!

感嘆文では、感嘆の成分となる語が強調される。
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おわりに

本論は、取 り上げられることの少ない、中国語の 「停頓」を考察することにより、その

日中対照研究を試みたものである。論題に中国語初級段階とあることにより、中国語の論

文であるとの誤解を受けた嫌い無きにしも非ずであるが、本論があくまでも日中対照研究

の一環であると考える筆者の本意とするところではない。

なお、本稿に用いた例文は、主 として郡彦紅さん(当 時(1998〉 、商学研究科在学中)

を煩わせて、鈴木とともに作成した他、『漢語八百句』等の例文を利用させていただいた。

注

注1拙1、1i≧ 「LII国語 初 級 夏受階 にお け る 発 話 時 の 「停 頓 」 につ い て」(『 陰1些稲 円大 学 日本 語 教 育 研 究1創

・i乙1∫'ヲ}2σQO、3)pp.35-36参 巨員。

注2「 連 動 文 」 とは 、 共通 の主 語 を持 ち、 二 個 以 上 の 夢,1詞を持 つ 文 の こ と を言 う 。 介詞(こ こ で は 、

「使 ノ・「被」・「把 の に動 詞 的 要 素 を 強 く認 め れ ば 、動 詞 がrつ 存 在 す る こ と に な り、連 動 文 と な るc

注3例 え ば 、 「地 死 了 父泉 」 とい う時 、 この 文 は 「存 現 文 」 と 考 え ら れ る 。「地」 は 入問 で あ り、 通

常 、 場 所性 を持 た な い。 場 所性 を 持 た ない とす れ ば 、 存 現 文 で は な くな る こ と に な り、 矛 盾す る

わけ で あ るが 、位 置 のエ ネ ルギ ー を得 る こ とに よ って 、 人 間 に場 所 性 が付 与 され る と考 え るべ き

であ るっ

注4呂 叔ifll主ε1`・牛 島 徳 次 監修 ・菱 沼 透 翻 訳r現 代 中 国 語 用 法 辞 典 』(19838現 代 出版 本 論 で は 、

1985年 版 を用 い た1

注5拙 論 「現 代 中 国 語 にお け る 「美朕 洞 悟」 につ い て」(早 稲 出 大 学 日本 語 研 究 教 育 セ ン ター 『紀要 』

～冠.4)参 照D


